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三十三間堂官衙遺跡
さんじゅうさんげんどうかんがいせき

について理解を深める連
れん

載
さい

２回目は、律令制
りつりょうせい

や郡
ぐん

衙
が

の役
やく

割
わり

についてです。 
  

＊奈良・平安時代の地方行政 

奈
な

良
ら

時代以
い

降
こう

、日本では中央政府(奈良)を中心とする律令制により、全国が国･郡･里(のちに郷
ごう

)

の三段
だん

階
かい

の組織に分けられました。｢倭名類聚抄
わみょうるいじゅしょう

｣(931～937年に作られた漢和辞書)によると、

平安
へいあん

時代には6６の国、592の郡、4041の里があったとされています(変動あり)。さらに、中央

から地方への道や駅家
う ま や

などが整備され、地方行政組織－役所－として国には｢国
こく

府
ふ

｣、郡には｢郡衙｣

がおかれました(総称
そうしょう

して｢官衙｣という)。 

亘理町を含
ふく

む現在の宮
みや

城
ぎ

県･福
ふく

島
しま

県･岩
いわ

手
て

県･青
あお

森
もり

県辺りは陸奥国
む つ の く に

として国府を多賀
た が

城
じょう

におき、

最大36郡に分けられました。現在の亘理郡(亘理町･山元町)はほぼ当時の曰理(亘理)郡の範
はん

囲
い

で、

三十三間堂官衙遺跡は平安時代前半頃
ころ

(９世紀前半頃から10世紀代)の曰理郡衙(郡役所)と考え 

られています(※｢亘理｣の表記は江
え

戸
ど

時代から使われる)。 
 

＊郡衙の大切な役割 

各国には中央から派
は

遣
けん

された国
こく

司
し

が、各郡には在地豪
ごう

族
ぞく

な

どから郡
ぐん

司
じ

が任命され、国府や郡衙に勤
つと

めて地
ち

域
いき

を治めてい

ました。郡衙には、 

＊郡庁院
ぐんちょういん

－中心施
し

設
せつ

で、儀
ぎ

式
しき

や政務を行う施設 

＊正倉
しょうそう

院
いん

－租
そ

税
ぜい

として納
おさ

められた米を保管する倉庫群 

＊館
たち

－役人の宿泊
しゅくはく

施設 

＊厨家
く り や

－食事を供 給
きょうきゅう

する施設 

などがおかれ、役人は儀式や文書事務、正倉の管理などを

行っていました。特に正倉院は「倉庫は乾
かん

燥
そう

した場所に建て

ること、防火のため、そばに池や溝
みぞ

を掘
ほ

ること」などの厳
きび

し

い決まりにより管理されました。 

三十三間堂官衙遺跡の南側に建てられたたくさんの礎
そ

石
せき

建

物、これらは10棟
とう

あり、高
たか

床
ゆか

式の倉庫－正倉－だったと考え

られます。建物群は溝で囲まれていたことからも、決まりに

沿
そ

って湿気
し っ け

や火災を防ぐつくりとしていたこと、また米の重

量に耐
た

えられる礎石を土台としていたことが分かっていま

す。 
 

次回は三十三間堂官衙遺跡の特徴
とくちょう

について詳
くわ

しく紹介
しょうかい

します。 
 
 
 

次号の「郷土しりょうかん」は、１０月に発行する予定です。 

郷土資料館、図書館、各公共施設
かくこうきょうしせつ

の窓口
まどぐち

に置きますのでご覧
らん

ください。 

国史跡三十三間堂官衙遺跡指定 30周年記念  三十三間堂官衙遺跡を知ろう！（２） 

▲正倉院平面図と礎石建物跡 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土
きょうど

資料館
しりょうかん

では、GW 期間の４月２９日(金)から５月５日(木)までを特別開館し、「昔のレコードを  

聴
き

こう！」と題して、１階エントランスホールにて蓄
ちく

音
おん

機
き

・ステレオでのレコード鑑賞
かんしょう

会
かい

を行いました。

近年レコードへの関心が再び高まりつつあることを受け、昔の音楽鑑賞に興味を持ってもらおうと企
き

画
かく

し６日間で１００名の方々に鑑賞いただきました。 

鑑賞会は日ごとに曲のテーマを変えて、１日３回開
かい

催
さい

しました。聴かれたみなさまの反応は、「蓄音機

の音が鳴る仕組みに驚い
おどろ

た」、「曲を聴いて懐
なつ

かしい気持ちになった」など世代によって様々でした。  

特に童謡は、老若男女を問わず多くの方々が聴き入っていて、なじみのある曲であるように感じられま

した。 

このほか、常設展示室
じょうせつてんじしつ

の内容から出題したクイズ(初級・中級・上級の三段
だん

階
かい

)には５４名の方々が参加

されました。 

５月１２日(木)から６月１５日(水)までの期間、町内６

校の小学６年生を対象とした「文化財めぐり」を実
じっ

施
し

しま

した。この事業は、町内の史
し

跡
せき

や遺
い

跡
せき

を見学することで 

亘理町の歴史について理解を深めてもらうため、４０年

近く実施しています。 

 今年度は３回目のコロナ禍
か

での「文化財めぐり」でし

た。感染症
かんせんしょう

対策のため、見学内容などの変
へん

更
こう

はありました

が、児童さんたちは普
ふ

段
だん

訪れ
おとず

ない場所に目を輝か
かがや

せ、町の

歴史や文化財の話に熱心に耳を傾け
かたむ

ていました。 

文化財めぐり見学地など 

◎大
だい

雄
おう

寺
じ

 

 ・大雄寺山門(町指定文化財) 

 ・伊達
だ て

成
しげ

実
ざね

霊
たま

屋
や

(県指定文化財) 

・亘理領主伊達氏歴代墓所(町指定文化財) 
 

◎称名寺
しょうみょうじ

 

 ・称名寺のシイノキ(国指定天然記念物) 

 ・称名寺のスダジイ(県指定天然記念物) 
 

○亘
わた

理
り

神
じん

社
じゃ

 

 ・亘理要害(臥牛城
がぎゅうじょう

)跡
あと

 

 ・亘理神社の碑
ひ

(伊達成実伝) 
 

○竹
たけ

の花
はな

横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

 
 

◎三十三
さんじゅうさん

間
げん

堂
どう

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

(国指定史跡) 
 

○郷土資料館
きょうどしりょうかん

 
 

◎映
えい

像
ぞう

・スライドショーによる学習(各教室) 
 

※短縮
たんしゅく

コースでは◎を見学・学習しました 

▲左：大雄寺の伊達成実霊屋見学の様子(荒浜小学校) 

 右：教室での映像学習の様子(長瀞小学校) 

▲鑑賞者へのレコード解説の様子 

「昔のレコードを聴こう！」プログラム 

 

4/29「歌謡曲
かようきょく

の日」 4/30「民
みん

謡
よう

・演歌の日」 

5/10「洋楽の日」  5/30「アイドルの日」 

5/40「童
どう

謡
よう

の日」  5/50「アニメヒーローの日」 

小学生文化財めぐりを実施しました！ 

GW 特別開館を実施しました！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代亘理領主・伊達
だ て

成
しげ

実
ざね

は伊達政
まさ

宗
むね

(仙
せん

台
だい

藩
はん

初代藩主)の片
かた

腕
うで

と

して活
かつ

躍
やく

し、領主としても亘理発
はっ

展
てん

の基
き

礎
そ

を築くなど大きな功績

を挙げました。正保３
しょうほう

年(1646)に成実が７９歳
さい

で亡
な

くなってから

間もなく、その偉業
いぎょう

を称
たた

えて霊
たま

屋
や

が築かれ、中には甲冑
かっちゅう

姿
すがた

の成実

木像が納
おさ

められています。霊屋は江戸
え ど

時代初期を代表する霊屋建

築として木像とともに宮
みや

城
ぎ

県
けん

の指定文化財になっています。 

＊日 時 8月16日(火)8：30～16：30 

＊場 所 亘理領主伊達氏歴代墓所（大
だ い

雄
お う

寺
じ

境
け い

内
だ い

 亘理町字泉ヶ入
い ず み が い り

８７－２） 

＊解説会 11：00～11：40、14：00～14：40(申込
もうしこみ

不要) 

 

現在の霊屋は永く現状をとどめるため柵
さく

に囲まれていますが、上記日時に霊屋を開帳し、成実木像を

一
いっ

般
ぱん

公開します。年に２回だけの貴重
きちょう

な機会ですので、ぜひ足をお運びください。 

霊
たま

屋
や

と郷土
きょうど

資料館
しりょうかん

常設
じょうせつ

展示
て ん じ

の２カ所を見学して、 

スタンプを集めた方には記念品をプレゼントします！ 

※当日のみ有効 

御開帳は８月１６日と 

１月１６日の年２回 

ですぞ！ 

 上記期間、企
き

画
かく

展
てん

示
じ

室
しつ

にて WATARI TRIPLE [C] PROJECT

と共催
きょうさい

の夏のテーマ展を開催します。 

 今回の展示は、プロジェクトのメンバーが、亘理町で暮
く

らし地
ち

域
いき

の人々とのコミュニケーションの中で思ったこと、感じたことを、 

それぞれの活動をとおして伝えることをコンセプトにしていま

す。 

内容は、アーティストの作品や町の風景写真の展示、アスリー

ト・ダンサー・ミュージシャンなどの活動映
えい

像
ぞう

の公開、防災にも役

立つキャンプ・アウトドア情報の紹介
しょうかい

などを予定しています。 

 また、期間中の８月２０日(土)には、ワークショップを行います。

小学生を対象に、パラシュートコードでブレスレットを作る予定

です。詳しくは町のホームページやチラシをご覧
らん

のうえ、ぜひ  

お申込
もうしこ

みください。 
▲上：春のテーマ展観覧の様子 

下：ワークショップの様子 

夏のテーマ展 WATARI TRIPLE [C] PROJECT 

「みんなで思う、感じる、亘理」 

期 間：8 月 6 日(土)～２８日(日) 

宮城県指定文化財 伊達成実霊屋御開帳 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔶    は休館日 

※上映会は「わたり復興の歩み」を終日上映 

 時間 ９：００～１６：３０ 

 場所 悠里館１階エントランスホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 

海の日 

19 20 21 22 23 

 

24 

31 

25 26 27 28 29 30 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 

1１ 1２ 1３ 1４ 1５ １６ １７ 

１８ １９ 2０ 2１ 2２ ２３ 2４ 

2５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０  

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ 

山の日 

１２ １３ 

1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ ２０ 

２１ ２２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 

2８ 2９ ３０ ３１    

7月 8 月 

9月 

郷土資料館利用案内 

＊開館時間…9：00～16：30(入館は 16：00まで) ＊観覧料…無料 ※特別展等有料の場合あり 

 今年度２回目の「郷土
きょうど

しりょうかん」発行です。編集中には、荒浜海水浴場の１２年ぶり再開の

ニュースが届
とど

くなど夏の話題が増えてきました。気がつけば６月も終わり、２０２２年も残り半分

ですね。みなさまにとってこの半年は「長かった」「あっという間だった」どちらでしょうか。 

 さて、７月から９月の事業についてですが、郷土資料館では夏のテーマ展
てん

、伊達
だ て

成
しげ

実
ざね

霊
たま

屋
や

御開帳
ごかいちょう

スタンプラリーなどを開
かい

催
さい

する予定です。みなさまの興味・関心を深められる事業を提供
ていきょう

できれば

と思いますので、近くまでお越
こ

しの際にはぜひお立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

常設展 

Ｒ４.４.１～６.３０ 
 

●開館日数…７６日間 

●観
かん

覧
らん

者数…1369 人(１日平均 19 人)  

ご観覧、誠にありがとうございます 

資料 
整理日 

テーマ展 

初日 

霊屋 
御開帳 

資料 
整理日 

資料 
整理日 

秋分の
日 

敬老の
日 

テーマ展 

最終日 

上映会
※ 


